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日米における高齢化社会と貧困に関しての比較研究 
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要旨  
 

高齢化社会は日本でもアメリカでも大きな問題となっている。これ
は近年平均寿命が      伸びたため、高齢化社会が加速化しているからで
ある。また高齢化社会の貧困や長期介護への問題とその対策も深刻
になっている。そこで、日米の大学生は高齢化社会の貧困、そして
長期介護をどのように認識しているかについてアンケート調査を
行った。その結果、どちらの学生も高齢化社会に伴う貧困は将来
もっと深刻になるのではないかと懸念しており、退職に備えて十分
な貯金を蓄えることができるか心配していることがわかった。さら
にどちらの国の学生も自分達が65歳になるまでにこの問題は解決し
ていないだろうという見解を持っている。興味深いことに、アメリ
カの学生の方が日本の学生より家族からの老後の介護を望んでいる
ことがわかった。しかし、日本の学生は退職後はできるだけ子供か
ら自立した生活を送りたいと考えているが、それが可能でなくなっ
た際は家族の世話になることを期待している。アメリカの学生は家
族に将来頼らなくてもいいように出来るだけ準備をしたいと考えて
いることもわかった。 

 

はじめに     

日本でもアメリカでも近年平均寿命が伸びているため、高齢化社会が加速化してい
る。そのため、両国では高齢化に関しての色々な社会問題が出てきている。特にその例と
してあげられるのが老人の貧困問題である。つまり年金だけで生活するのが難しい上に、
長期的医療費も高額であるため増々高齢化する今日の社会では高齢者の貧困への対応が課

題になっている。この研究を通して日米の学生がどのようにこの高齢化社会の問題、とく
に貧困と長期的医療についてどのような見解を持っているのかを探りたい。 

 

1．研究の重要性 

私たちがこの研究課題にした理由は私達中年世代にとってこの課題は深刻で、日本

とアメリカの大学生はこの問題をどのように認識しているのか、またどのように対処して
いこうと思っているのかを調べたかったからである。 
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２．研究質問 

1. 高齢化社会の貧困について日米の大学生はどのような意見を持っているのか。 

2. 高齢化社会の長期的な医療について日米の大学生はどのように認識しているか。 

 

３．研究背景 

3.1   国家平均寿命 

図１：国家平均寿命 

国家平均寿命（2014年）  日本  アメリカ 

    83.6   歳 
               
  男性:   80.5   歳 
               
  女性:   86.8   歳 

  78.8   歳 
             
  男性:   76.6   歳 
             
  女性:   81.4   歳 
 
(The   World   Bank) 

             

まず、日本とアメリカの国家平均寿命について見てみる。この図１からもわかるよ
うに両国の平均余命の上昇は、高齢化社会を引き起こしている。特に日本の方が平均寿命

がアメリカより高いことがわかる。 

 

3.2    国家平均的出生率 

 

日本とアメリカの平均出生率（図２参照）からもわかるように日本の出生率の著し
い低下と前述した平均寿命の上昇をあわせると日本での高齢化社会が進んでいること明ら
かになる。 
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図２： 国家平均的出生率（2014） 

1000人あたりの出生率  女性一人当たり出生率 

   

                                                          World   Bank,   2014 

 

3.3    高齢化社会 

          図３： 高齢化社会 

 

図3でも示されているように、で６５才以上の人口の割合が日本では著しく増えてい
ることがわかる。増え続ける高齢者を支える若い人たちの人数が少なくなるため、高齢者

が多くなれば多くなるほど、社会健康保険、ケアプログラム、年金や公的支援を支える若

い人たちの数が少ないため、どのようにこのようなサポートを継続できるかが問題となっ
てきている。 

 

3.4    貧困率の割合 

下の図４に示されているように、１８才から６４才までの人たちの貧困が両国とも
一番多いが、６５才以上の人たちの貧困はアメリカの9.7％にくらべて日本はその二倍の18

％の人が貧困であることがわかる。 
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図4：貧困率の割合 

                                                                                                       日本                                                                                       アメリカ 

 
 

 

3.5   年金と貯金 

表１：年金と貯金 

日本  アメリカ 

● 1年の国民年金は毎月に分ると￥65,000 
                                                                                   (日本年金機構   2016) 

● 平均生活費は毎月、￥275,000 

● 一人当たり、平均的な貯蓄貯金の必要性

は￥105,000,000               (大沼   2016) 

● 平均社会保障金額は、毎月￥154,000 
                                                                                                               (Campbell   2016) 

● 平均生活費は毎月、￥275,000 
           (U.S.   Bureau   of   Labor   Sta耂s耂cs) 

● 労働者が必要な貯蓄額は￥132,000,000 
                    （O’Hara,   2015)
                     

 

この表1によると、アメリカでも日本でも年金や退職金が生活に必要な金額の半分に
も満たしていないことがわかる。従って、いかに貯蓄額を増やすかが大事になってくる。 

 

3.6   長期的医療の 種類 

      高齢化社会の増加により長期的な医療の種類も色々あり、日本とアメリカの長期医

療の種類を比べるととても似ている。例えばデイケアサービス、在宅介護、援助生活、介

護施設、ホスピスケア等がある。 
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3.7   長期的医療の価額 

表２：長期的医療の価額 

  日本  アメリカ 

自宅ケア:  月:￥50,000~￥250,000  月:￥430,000 

介護施設:  月：￥120,000~￥400,000 
                                                      (みんなの介護) 

月:￥165,000~￥860,000 
                                                                              (Bergal,   2016) 

 

表２からもわかるように、自宅ケア、介護施設に月々かかる経費は日本とアメリカ
と比較すると長期的医療に関してかかる経費はアメリカの方がはるかに高いことがわか
る。 

 
3.8  長期的な医療に関する問題 

長期的な医療に関する問題はそれぞれの国によって異なる。日本では、介護士や施

設の不足等のため、家族が介護しなければいけない状況が多く、介護のため婚期を逃す人

もたくさんいる。アメリカでは、メディケア/メディケイドは長期介護の費用の52％のみが
負担される。また、65歳以上の人の16％の人たちが個人の長期介護保険を持っている等、

長期的医療にはあまり対処されていないことがわかる。そのため家族の大きな負担とな
る。 

 

3.9  高齢化社会への対策 

日本でもアメリカでも高齢化社会への様々な対策が考えられている。両国とも退職

後にかかる経費の貯蓄や、退職後にも働ける環境作り等があげられる。日本では 推奨する
ことは、自立した生活と予防ケアや医療現場の労働力に移民を受け入れること等を考えら
れている。日本では 高齢者の介助のためのロボット開発等も盛んに行われている。 

 

4.      研究 

4.1  調査の対象  

この研究には日本人30名、アメリカ人29名，合計59名が参加した。 
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4.2  調査方法 

アンケート調査はオンラインの   Google   フォームで日本語での調査用紙と英語での調

査用紙を作成して行った。 

 

5.   結果 

5.1  研究質問1：高齢化社会の貧困について日米の大学生はどのような意見を持っているの
か。 

この研究質問に対し、いくつかの質問をした。 

 

図５． 高齢者の貧困問題がどの程度深刻だと思っているか 

日本  アメリカ 

   

 

まず、あなたは高齢者の貧困問題がどの程度深刻だと思いますかという質問に対し
て、日本の学生の大多数とアメリカの学生の過半数は深刻な問題だと考えている（図５参

照）。 

 

退職した後、余裕のある生活をする為にどのぐらい貯金をしておけば良いのか心配してい
るかどうかという質問に対しては 7０％以上の日本の学生が心配していると答えたが、アメ
リカでは５８％にとどまっていることがわかった（図6参照）。 
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         図６． 退職した後、余裕のある生活をする為にいくら貯金すれば良いか心配しているか 

日本  アメリカ 

   

 

次に 多くのお年寄りが貧困に苦しむ最も大きな理由は何だと思うかという質問に対

しては 日本の学生の約60％が低年金が貧困の原因であると考えているようだ。またアメリ
カの学生の場合はもっと様々な理由にわかれているが、一番多い答えは35％ の財政計画の
欠如だと考えていることがわかる（図７参照）。 

 

図７． 多くのお年寄りが貧困に苦しむ最も大きな理由は何だと思うか 

日本  アメリカ 

   

 

では、高齢化社会における貧困の影響を解決するには労働力の外国移民を増加させ
るべきかどうかについては日本の学生の50％は解決策として移民の増加に同意しないと答

えた一方、アメリカの学生の ２５%が同意していないが、 43%の学生は「どちらともいえな
い」と答えた（図８参照）。 
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         図8．高齢化社会における貧困の影響を解決するには労働力の外国移民を増加させる 

日本  アメリカ 

 
 

 

次に高齢化社会における貧困の影響を解決するには家族一人あたりの子どもの数を
増やしてはどうかという意見には64％の日本人の学生は同意しているがアメリカの学生の
64%は同意しないという結果がでた  （図９参照）。 

 

 

図9．高齢化社会における貧困の影響を解決するには家族一人あたりの子どもの数をふやす 

日本  アメリカ 

   

 

では、高齢化社会における貧困の影響を解決するには高齢者向けのアルバイトを促

進してはどうかという意見には日本人とアメリカ人の学生のほぼ６０％が高齢者のアルバ
イトを増やす事に同意した（図１０参照）。 
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図10．高齢化社会における貧困の影響を解決するには高齢者向けのアルバイトを促進する 

日本  アメリカ 

   

 

では、高齢化社会に対する貧困の問題は、私が65歳になる前に解決されると思うか
という質問に対しては日本人とアメリカ人の学生の8割以上が高齢者の貧困の問題は彼たち
が６５歳になる前にはおそらく解決されないと答えた（図１１参照）。 

 

図11．高齢化社会に対する貧困の問題は、私が65歳になる前に解決される 

日本  アメリカ 

   

 

 

5.2   研究質問１の結果のまとめ 

 

日本の学生もアメリカの学生も高齢者の貧困が深刻な問題だという認識を持ってい
ることがわかった。長期介護には多くの経費がかかるがが増え続ける高齢者の貧困の問題

とも重なり、日本の学生は年金が少ないことが大きな原因だと考えている。一方アメリカ
の学生は老後に備えての経済的計画が十分ではないことをあげている。両国の学生は自分

達が６５歳以上になってもこの高齢者の貧困問題は解決されないと思っている。 
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5.3  研究質問2：高齢化社会の長期的な医療についての日米の大学生の見解はなにか。 

 

この研究質問に対して幾つかの質問をした。まず、 老齢人口の増加は、私が将来受

けることができる政府年金の額に影響するかどうか聞いてみると 日本の学生のほとんどが
影響が出ると答えた。その一方、そう答えたアメリカの学生は日本の学生の半数だけにと
どまっている。 アメリカの学生の半数以上は何の意見も持っていないと答えたが日本では
わずか3.4％だった （図１２参照）。 

 

    図12． 老齢人口の増加は、私が将来受けることができる政府年金の額に及ぼす影響 

日本  アメリカ 

   

 

次に 老後は、子供や家族が自分の世話をするべきだと思うかという事に関してはア
メリカの約４５％の学生は、老後は家族に世話をしてもらいたいと考えていることがわ
かった。驚くことに、この結果は日本人の約２倍という結果だった（図１３参照）。 

 

図13． 老後は、私の子供や家族が私の世話をするべきだと思う 

日本  アメリカ 
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では高齢になった両親が生活する最良の場所はどこであるべきだと考えているので
しょうか。図１４にも示されているように、日本の学生の約77％は、高齢の両親が家族と
一緒に暮らすべきだと考えている。それに対して、アメリカの学生の 場合は５割弱にとど
まっている。 従って、   約30％が援助生活が良い選択だと思っていることがわかる。 

 

図14.  高齢になった両親が生活する最良の場所はどこであるべきか 

日本  アメリカ 

   

 

 

では高齢者の家族の世話をすることをどう思っているのでしょうか。９割の日本人

の学生と８割のアメリカの学生が大切だと思っている（図１５参照）。このことから両国

の学生は高齢者の家族の世話をすることは大事だと思っていることがわかる。 

 

図15．高齢者の家族の世話をすることをどう思うか 

日本  アメリカ 
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    もしあなたが老後、家族の世話にならなければならないかという状況になったら、
どのようなことを期待するかに関しては 日本の学生の約半数が家族が世話をしてくれれば
嬉しく思うと考えている一方、   アメリカの学生は家族の助けに関しては２８％にとどま
り、３５％の学生が助けは受け入れたいが独立して生きたいという考えを持っていること
が分かった（図１６参照）。   

 

図16．私の老後に、家族が私の世話をしなければならない状況になったら、私は... 

日本  アメリカ 

 
 

 

 

5.4   研究質問２の結果のまとめ 

日本の学生はアメリカの学生より、将来年金だけでは老後の生活、特に長期介護に
は不十分だと思っている。またどちらの国の学生も、高齢になった家族の世話をすること
は大切だと感じていることがわかった。日本人の学生は、老後に世話をしてもらうことは
期待してはいないが、老後を過ごす最良の場所は家族とすごすことだと考えている。また
日本の学生の方がアメリカの学生より多少自分の老後の介護を家族にしてもらいたいと
思っているが、アメリカの学生は家族の世話になることよりできるだけ独立して生きてい
きたいと考えていることがわかった。 

 

6．結論 

まず日本とアメリカの学生の同意している事項は、高齢者の貧困問題は深刻で、自

分達が65歳になるまでに、おそらくこの問題は解決されないこと、そして高齢者の世話を
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する事は大切であるという点である。その対策として高齢者も働ける環境をつくることが
大事だとし、両国の学生は定年後はできるだけ家族に頼らず自立した生活をしたいと望ん
でいるが、それができなくなった際は家族の世話になりたいと思っていることである。ま
た、高齢者の貧困の原因は日本の大学生は年金の額の低さだとしているが、アメリカの学

生は老後に備えての財政計画の欠如と考えていること、高齢化社会の問題への対策とし
て、日本の大学生は家族一人あたりの子どもの数を増やすことをあげている。 

 

７． 研究の限界点と将来の研究課題 

 

7.1  研究の限界点 

この研究における限界点はこの研究に参加した学生数が少なかったため、この結果

は一般化することはできない。またこの研究に参加したアメリカの学生はカリフォルニア
州立大学モントレーベイ校の学生だけなので、他の大学の学生の意見は反映していない。 

 

7.2  将来の研究課題 

今後の調査では両国の学生が卒業後、アンケート調査を行い、彼らの意見がどのよ
うに変化するのかを調べたい。そして、現在の日本人とアメリカ人はどのぐらい貯金を溜

めているか、又貯金したいと考えているかも調査したい。 
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